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平成1 4 年度東京大学総合技術研究会が平成1 5 年3 月6 日( 木)
,
7 日( 金) に東京大学本郷キャ ン パ ス で開

催された
｡

こ の 研 究会は , 昭和5 1 年に分子科学研究所から始まり
,
そ の 後

,
高 エ ネ ル ギ

ー

研 究所, 核融合科

学研究所 の3 研 究機関と大学 の 技術部が持ち回りで毎年開催して きたも の で
, 今回 で2 8 回を数え東京大学で

は初 の 開催となる
｡ 今で は

,
全国 の 国立大学

,
高専

,
共 同利用機関に所属する技術系職員 の 情報交換

,
研修

および自己研 鋳 の 場として定着したも の とな っ て い る
｡
参加者は

,
三重大学から1 2 名, 全国 の8 4 機関,

7 0 0 名

を数える大規模な研 究会とな っ た｡

一

目目 の 開会式後に, 吉川 弘之氏( 産業技術総合研究所理 事長 , 元東京

大学総長) による｢ 技術研究とは何か｣ と題 して講演が行われた｡ 講演で は
, 産業ロ ボットや C A D を例に最先端

の 研 究が実際に産業として 広まるまで の 過程で
,
技術 の 担う役割 の 重要性を解説 して い ただ い た

｡

そ の 後, それぞれ の 技術分野ごとに1 0 の 技術分野( 工 作技術
, 装置技術 , 回路 ･ 計測 ･ 制御技術 , 極低温

技術 , 情報 ･ ネットワ ー

ク技術 , 生物科学技術, 機器
･

分析技術,
地球物理観測技術, 文化財保存技術 , 教育

実験 ･ 演習 ･ 実習指導技術) に別れ 口 頭発表1 7 2 件 ,
ポス タ ー

発表7 7 件 の 活発な発表と討論が行われた｡

口 頭発表で は
, 第7 技術分野( 機器 ･ 分析技術) にお い て ｢ カ ー ボ ン ナノチ ュ

ー ブ の ガ ス 吸着｣ の 発表を行 っ

た
｡
内容は

,
カ

ー ボ ン ナ ノチ ュ
ー ブ の ガ ス 吸着能に つ い て

,
容量法による吸着等温線測定と α s- プ ロ ッ トおよ

び四重極質量分析計(Q M S ; Q u a d r u p ol e M a s s S p e c t r o m e t e r) による昇温脱離(T P D ; T e m p e r at u r e P r o g r a m e d

D e s o r p ti o n) 測定から検討した結果を報告したo 直径と重量比 の 異なる未精製 の S W N T s および比表 面積 の 異

なる C B の 吸着量と脱離量 の 相関は
,
吸着ガ ス の 種類によっ て異なる傾向を示 し

, 脱離ピ ー クの 温度は
,
窒素

が水素に較 べ 1 0 ℃高 い ことが分か っ た
｡
S W N T s の ガス 吸着能は

,
2 n m 以下 のミクロ 孔 - の 吸着が大きく関与し

て い ることから
, 今後 , 高純度に精製した S W N T s の 高分解能 α s- プロ ットによる S P E(S u bt r a c ti n g P o r e E ff e ct)

法および T P D 測定から細孔を解析し
,
水素吸着能 の 向上と吸着 のメカ ニ ズ ム を解明することを課題とすること

を発表した｡

もう1 件 の 口 頭発表は, 第五技術分野( 情報 ･ ネットワ ー ク技術) にお い て技術部ネットワ ー

クグ ル
ー プ の 5 名

( 発表者: 新美治利 , 中村勝 ,
平山か ほ る, 山本好弘) と連名で ｢ W e b 技術を用 い た技術部業務運用

･ 管理 シ ス

テ ム の 紹介｣ の 発表を行 っ た
｡ 技術部再組織化にともなう技術部 の 業務体制見直しに備え

,
シ ス テム 面から支

援するために開発 ･ 構築を行 っ て い る技術部業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム の 概要 , 考え方, 仕組み , W e b ･ デ ー

タ

ベ ー ス ･ プ ロ グラミン グ技術に つ い て 口 頭発表を行 っ た
｡

ポス タ ー

発表で は
,

口 頭発 表同様, 技術部ネットワ ー クグ ル
ー プ の 5 名( 発表者: 中村勝 ,

新美治利 , 平山か

ほる
,
山本好弘) と連名で ｢ W e b 技術を用 い た技術部業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム の 紹介｣ の 全体 の 概要と仕組み

に つ い て発表を行 っ た｡ こ の 2 件 の 内容は
,
全 国 の 技術組織でも法人化を控え, 組織と業務体制 の 見直しが

進められ て い る最中で もあることから, 発表 内容 の 依頼業務 の 事前調 査
,
業務担当者を決定するため の 仕組

み , 時間管理と技術部全 体 の 業務体制 の あり方 ,
シ ス テ ム の 仕組みなどに つ い て質問を受けた ｡ 今回 の 発 表

と討議で気付 い たことは, 依頼業務を始める時点で の 内容確認 の 方法と依頼者側からの 情報を依頼時 の み で

はなく, 全 て の ス テ ッ プで 反 映 できるようにすることで ある｡
こ れらは今後 シ ス テ ム に組み入れ て

, 次回 の 技術研

究会でも報告する予 定で ある｡

今回 の 技術研究会は, 約8 ケ月 後に 三重大学で 開催を控えた平成1 5 年度機器
･ 分析技術研 究会 の P R と

運営状況 の 下見も兼ねて 参加 した｡ 聴講した分科会は
, 機器 ･ 分析と情報 ･ ネットワ ー クの 2 分野 の み で あるが

,

ポス タ
ー

発表 で 多くの 人と情報交換することが でき
, 有意義な情報を得ることが出来た

｡
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-


